
誰でもひとりでも入れる金融ユニオンヘ

金
融
ユ
ニ
オ
ン
と
は
、
雇
用
形
態
や
会
社
で
の
一肩
書
き
な
ど
に
関
係
な
＜
、
ひ
と

り
で
も
入
れ
る
個
人
加
盟
の
労
働
組
合
で
す
。

全
国
の
金
融
機
関

。
そ
の
関
連
会
社
な
ど
に
働
＜
労
働
者
が
、
企
業
の
枠
を
超
え

て

「ひ
と
り
の
要
求
」
を

「み
ん
な
の
要
求
」
と
し
て
、
問
題
の
解
決
に
向
け
て
会

社
と
の
団
体
交
渉
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

三
井
住
友
信
託
銀
行
で
働
く
仲
間
の
皆
さ
ん
―

今
年
４
月
に
誕
生
し
た
三
井
住
友
信
託
銀
行
で
は
、
旧
・
住
友
信
託
、
中
央
三
井
信
託
、

中
央
三
井
ア
セ
ッ
ト
信
託
銀
行
の
労
働
条
件
や
仕
事
の
さ
せ
ら
れ
方
に
つ
い
て
の
統

一
が

進
め
ら
れ
、
労
働
者
の
間
に
不
安
と
混
乱
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

旧
。
中
央
三
井
信
託
銀
行
で
は
、
Ａ
Ｄ
職
の
月
給
２２
万
円
以
下
の
人
は
存
在
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
新
銀
行
で
は
１９
万
円
ま
で
の
減
額
と
契
約
更
新
し
な
い
人
も
生
ま
れ
る
と
い

う
制
度
へ
の
改
悪
で
、
生
活
不
安

上
雇
用
不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「自
分
の
評
価
に
つ
い
て
納
得
で
き
な
い
」
「い
つ
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
る
か
不
安
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
を
金
融
ユ
ニ
オ
ン
に
入
っ
て
、
会
社
と
交
渉
し
解
決
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

三
井
住
友
信
託
銀
行
で
も
全
国
各
地
で
金
融

ユ
ニ
オ
ン
に
加
入

三
井
住
友
信
託
銀
行
に
は
、
従
業
員
組
合
が
あ
り
ま
す
が
、
「個
人
の
問
題
は
取
り
上
げ

て
く
れ
そ
う
も
な
い
か
ら
」
と
同
組
合
を
脱
退
し
て
、
金
融
ユ
ニ
オ
ン
に
新
し
く
加
入
し
て

く
る
仲
間
や
、
従
業
員
組
合
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
Ａ
Ｄ
な
ど
有
期
雇
用
の
非
正
規
労
働

者
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
不
明
確
な
評
価
基
準
、
合
併
後
の
仕
事
の
さ
せ
ら
れ
方
や
雇
用
不
安
な

ど
か
ら
、
関
西
や
北
九
州
で
も
新
し
い
組
合
員
が
誕
生
し
、
東
京
だ
け
で
な
く
全
国
に
組
合

員
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

組
合
で
数
々
の
成
果

ひ
と
り
で
も
入
れ
る
労
働
組
合
の
金
融
ユ
ニ
オ
ン
は
、
全
国
で
組
合
員
約
２
０
０
人
の
小

さ
な
労
働
組
合
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
も
数
多
く
の
成
果
を
か
ち
と
つ
て
い
ま
す
。

第
四
銀
行

（新
潟
）
や
近
畿
大
阪
銀
行
で
は
、
全
行
員
を
対
象
に
時
間
外
手
当
の
不
払
い

分
と
し
て
、
数
億
円
に
及
ぶ
是
正
を
実
現
さ
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
・
住
友
信
託
銀
行
、
あ
お
ぞ
ら
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
な
ど
で
、
投
資
信
託
な

ど
金
融
リ
ス
ク
商
品
販
売
に
従
事
す
る
契
約
社
員
に
対
す
る
、
成
果
に
よ
る

「首
切
り
」
を

撤
回
さ
せ
、
販
売
目
標
に
到
達
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「定
性
評
価
」
な
ど
に
よ
っ
て

「首
切
り
」
な
ど
を
行
な
わ
な
い
制
度
に
改
善
さ
せ
ま
し
た
。

近
畿
大
阪
銀
行
で
は
、
組
合
員
に
対
す
る
不
公
正
な
人
事
考
課
結
果
を
是
正
さ
せ
て
い
ま

す
。
一二
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
で
も
、
特
定
の
事
業
部
門
縮
小
計
画
に
基
づ
く
非
正
規
労
働
者

４
０
０
人
の
雇
い
止
め

（解
雇
）
を
撤
回
さ
せ
、
希
望
者
の
雇
用
確
保
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

明
治
安
田
生
命
関
連
会
社
の
派
遣
労
働
者
の
解
雇
問
題
で
も
、
違
法
派
遣
の
実
態
を
追
及

し
、
派
遣
先

へ
の
直
接
雇
用
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

十
六
銀
行

（岐
阜
）
で
も
、
職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
苦
し
む
労
働
者
が
、
金
融
ユ
ニ
オ
ン
に

加
入
す
る
中
で
、
支
店
長
ら
の
謝
罪
と
再
発
防
止
に
向
け
た
職
場
改
善
を
実
現
さ
せ
て
い
ま

す
。　
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三井住友信託銀行で麟、こんな資渉を進めてき議した
職場の問題け、金融ユニオンで,緒に解決しきしょう ま
金融ユニオンは、労働者がひとりではなかなか言えないことを、本人と一緒

に、現場の支店長 。次長 。課長だけでなく、銀行の役員やゝ事部と交渉して解

決を図ります。

金融ユニオンでは、三井住友信託銀行でこれまでにも次のような取り組みを

進めてきました。

●1日・住友信託銀行の東京の職場では、金融リスク商品を推進する契約社員に、
「契約更新」のための販売目標を設定し、日標未達成者への雇い止め (解雇)

を行なおうとしてきました。

→ 金融ユニオンは、団体交渉だけでは解決困難と判断し、金融庁が示して
いた「成果が過度に労働条件に運動しないように」との監督キ誰 1‐を根拠に、国

会議員にも.~FTえました。国会で取り上げる中で、雇い止めを通告された契約社

員の雇用が守られただけでなく、今後、「目標数字」の未達成という理由で、

雇い止め (解雇)が行なわれないような環境づくりも進めてきました。
●関西の職場では、AD職の契約社員が、「夜の9時過ぎまで、支店長・次長 。

課長らに応接室で事務ミスを追及された」にもかかわらず、当日の時間外手当

の申告に対しては、「(当 日の残業指示は)本部の承認をとつていなかったから

(残業代は)支払わない」といわれました。
→ 金融ユニオンは、当該組合員と一緒に銀行と団体
交渉を行い、パワーハラスメントの謝罪 と不払い残業代

の支払を求めました。

調査の結果、銀行はパワハラとは認めなかつたものの

「管理者として不適切な行為」と認め、時間外手当も支

払われました。

●関西の同じ職場では、支店長が特定の労働者に対して徹底したあらさがしに

よつて発見した仕事上のミスを大きく取り上げ、加療を必要とする程までに労

働者を精神的に追い込み、著しく不公平 。不公正な人事評価を行なってきまし

た。

→ 金融ユニオンの追及で、銀行は本部のコンプライアンス担当者も出席し
て、今年4月 に金行員を対象とした「人権研修会」を開催。研修会では、具体

的なパワハラ事例を紹介し、「イ(日互に相手の立場を見直すように」との指導が

なされました。当該の支店長・次長・課長も「今後の管理の改善Jを表明しま

した。

●しかしその後も、同職場で新たなパワハラ被害が生まれるなど、「口先だけ

の反省Jであることが具体的に発党したため、金融ユニオンは人事 Lの処分を

要求。銀行は当該職場でパワハラに関与した支店長ら管理職を異動させ、現在、

新支店長のもとで明るいパワハラのない職場づくりが進められています。

●また金融ユニオンでは、AD職を中心に「公平で納得 1/1のある」営業体制の
確立による「公正な人事評価」を求めて引き続き、具体的な問題を取り上げて

銀行と交渉を進めています。

このように三井住反信託銀行では、

金融ユニオンとの間で、職場のささい

な問題でも話し合えるようになってしヽ

ます。お気軽に皆さんの声を金融ユニ

オンにお寄せ<ださしヽ。秘密は厳守し

ます。

(2012年 10月 )


